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「江戸歌舞伎の名優」
初代松

ま つ も と

本幸
こ う し ろ う

四郎

Vol.11香取遺産

　

初
代
松
本
幸
四
郎
は
、
延
宝

2
年
（
1
6
7
4
）
に
香
取
市

外
浜
の
嶋
田
家
（
屋
号
は
菱
倉
）

に
生
ま
れ
、
幼
名
を
小
四
郎
と

名
乗
っ
て
い
ま
す
。
元
禄
元
年

（
1
6
8
8
）
江
戸
に
出
て
、
久

松
多
四
郎
の
門
下
と
な
り
、
舞

台
初
名
は
久
松
小
四
郎
の
名
で

若
女
形
を
務
め
ま
し
た
。
後
に

「
松
は
霜
雪
に
操
を
変
え
ず
、
本

は
本
心
の
本
の
字
」
と
し
て
、

松
本
姓
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
正
徳
4
年
（
1
7
1
4
）

11
月
に
は
、
2
代
目
を
継
ぐ
で

あ
ろ
う
長
男
を
亡
く
し
た
た
め

に
舞
台
を
中
座
し
て
い
ま
す
。

享
保
元
年
（
1
7
1
6
）
に
徳

川
将
軍
家
の
若
君
が
小
四
郎
と

命
名
し
た
た
め
、
名
前
を
小
四

郎
か
ら
幸
四
郎
に
改
め
、
享

保
15
年
3
月
25
日
江
戸
で
57

歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
俳

名
を
小
見
川
、
剃
髪
名
を
男
女

川
、
屋
号
は
大
和
屋
（
初
代
）・

高こ
う
ら
い
や

麗
屋
と
い
い
ま
す
。

  

初
代
松
本
幸
四
郎
の
墓
石
は
、

東
京
都
文
京
区
向
丘
の
千
年
山

栄え
い
し
ょ
う
い
ん

松
院
と
香
取
市
小
見
川
の

善ぜ
ん
こ
う
じ

光
寺
（
千
葉
県
史
跡
）
に
あ

り
ま
す
。
前
者
に
は
2
つ
の
墓

石
が
あ
り
、
1
つ
に
は
初
代
松

本
幸
四
郎
（
白
譽
単
然
直
道
大

徳
）
と
2
人
の
後
妻
（
智
等
院

香
譽
浄
薫
法
尼
・
繁
譽
栄
室
妙

昌
法
尼
）・
2
人
の
子
ど
も
（
秋
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ト
の
コ
ツ
、
内
臓
脂
肪
を
効
率
よ
く

燃
や
す
運
動
法
な
ど
、
簡
単
に
取
り

か
か
れ
る
方
法
を
提
案
。

わ
ゴ
ム
は
ど
の
く
ら
い
の
び
る
か
し
ら
？

マ
イ
ク
・
サ
ー
ラ
ー
／
文

ジ
ェ
リ
ー
・
ジ
ョ
イ
ナ
ー
／
絵

岸
田
衿
子
／
訳

　

あ
る
日
、
ぼ
う
や
は
、
わ
ゴ
ム
が

ど
の
く
ら
い
の
び
る
か
た
め
し
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
わ
ゴ
ム
の
端

を
ベ
ッ
ド
の
枠
へ
引
っ
掛
け
て
外
に

出
ま
す
。
自
転
車
、
バ
ス
、
汽
車
、

飛
行
機
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物

に
乗
っ
て
ド
ン
ド
ン
行
き
ま
す
。
と

う
と
う
ロ
ケ
ッ
ト
で
月
へ
行
き
、
着

陸
し
よ
う
と
し
た
瞬
間
に
つ
い
に
わ

ゴ
ム
が
…
。
大
人
だ
っ
た
ら
「
あ
り

え
な
い
」と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

子
ど
も
と
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲善光寺を訪れ墓参りする九代目松本幸四郎

▲善光寺にある初代松本幸四郎の墓石

光
了
童
子
・
暁
昂
夢
了
童
女
）

と
思
わ
れ
る
人
た
ち
の
戒
か
い
み
ょ
う

名
が

刻
ま
れ
、
も
う
1
つ
に
は
先
妻

（
英
光
院
定
譽
観
月
信
女
）
の
戒

名
だ
け
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

後
者
に
は
、
小
ぶ
り
で
質
素

な
墓
石
が
1
個
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
表
面
に
は
幸
四
郎（
白

譽
単
然
直
道
大
徳
）
と
先
妻
（
定

譽
観
月
信
女
）、
さ
ら
に
近
親
者

（
理
観
亮
雲
楚
江
貞
道
信
士
）
の

3
人
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
左
側
面
に
は
「
江
戸
日
本

橋
坂
本
町　

松
本
小
左
ヱ
門　

同　

和
助
」、
裏
面
に
「
田
か
ら

い
ま
登
る
浮
世
乃　

吉
悪
を
忌

み
て
ぞ
見
る　

秋
の
夜
乃
月（
楚

江
）、
虫
な
く
や
砧き
ぬ
た乃
あ
い
て
う

し
な
い
て　

未
ノ
秋
（
一
馬
）」、

右
側
面
に
は
「
浮
草
の
荷
作
登

く
と　

法
の
夢
（
亀
列
）」
と
連

歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
歌
舞
伎
を
上

演
す
る
建
物
や
、
役
者
が
居
住

す
る
場
所
な
ど
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
初
代
松
本
幸
四
郎

は
主
に
市
村
座
・
森
田
座
・
中

村
座
で
活
躍
し
、
そ
の
ほ
か
に

化
粧
道
具
販
売
な
ど
の
副
業
も

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

元
禄
7
年
（
1
6
9
4
）
に

『
役
者
い
か
づ
ち
』
と
い
う
本

に
若
衆
方
の
上
位
か
ら
9
番
目

に
名
前
が
掲
載
さ
れ
、
元
禄
9

年
に
は
森
田
座
「
平
親
王
将
門
」

に
将
門
役
を
務
め
大
当
た
り
。

元
禄
12
年
か
ら
の
数
年
間
若
立

役
と
し
て
荒あ
ら
ご
と事
を
務
め
、
元
禄

14
年
に
市
村
座
「
持
統
天
皇
都

移
」
の
狂
言
で
大
友
皇
子
の
敵

▲本番さながらの訓練を行う消防署員

▲独特な音色で演奏を披露するグループ風
ふうが

雅

中国音楽鑑賞会

愁ある音色で心を癒す哀

　二
に こ

胡、古
こ と

箏、琵
び わ

琶、笛
ふ え

子の 4人からなる「グループ風
ふうが

雅」による、
中国音楽鑑賞会が 1月 21 日に、小見川福祉センターさくら館で開
催されました。
　最近は習う人が多いという人気の胡

こきゅう

弓。これを聞けるということ
で、会場は満員となりました。哀愁ある独特な音色に、観客は悠久
の大地・大河を目に浮かべながら魅了されていました。
　また、小見川中央小郷土芸能部の発表と落語家三遊亭とん馬氏に
よる特別公演も行われ、会場は一段と盛り上りました。

▲はしご車を使用した山林火災の消火訓練

役
で
め
き
め
き
と
頭
角
を
あ
ら

わ
し
ま
す
。
元
禄
16
年
に
森
田

座
「
23
蕃
柱
暦
」
に
平
親
王
役
、

寶
永
3
年
（
1
7
0
6
）
に
中

村
座
「
宇
治
源
氏
弓
張
月
」
の

早
太
役
、
寶
永
6
年
に
市
村
座

「
出
世
太
平
記
」に
篠
塚
五
郎
役
、

正
徳
3
年
（
1
7
1
3
）
に
は

立
役
の
上
上
吉
に
昇
進
。
享
保

2
年（
1
7
1
7
）に
中
村
座「
鉢

木
豊
年
市
」
で
青
砥
左
衛
門
役

で
大
当
た
り
、
享
保
4
年
、
森

田
座
「
傾
城
紫
手
綱
」
で
荒
岡

源
太
役
。
享
保
8
年
中
村
座「
鉢

木
女
御
教
書
」
で
青
砥
左
衛
門

役
、
同
年
に
20
年
ぶ
り
に
舞
台

で
2
代
目
市
川
団
十
郎
と
対
面

し
口
上
を
述
べ
ま
す
。
享
保
11

年
初
代
市
川
団
十
郎
の
23
回
追

善
興
行
の
中
村
座
「
門
松
四
天

王
」
に
坂
田
公
時
役
、
享
保
14

年
市
村
座
「
長
生
殿
白
髪
金
時
」

の
白
髪
金
時
役
が
最
後
の
舞
台

と
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
歌
舞
伎
の
名
優
と
う
た

わ
れ
た
初
代
市
川
団
十
郎
と
初

代
松
本
幸
四
郎
が
、
千
葉
県
の

出
身
で
あ
る
こ
と
は
非
常
に
興

味
深
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。

数
々
の
大
役
を
務
め
る

2
つ
の
墓
石

　

文
化
財
防
火
デ
ー
（
1
月
26
日
）
に
さ
き
が
け

て
1
月
20
日
に
、
香
取
神
宮
で
文
化
財
防
御
演
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

香
取
神
宮
に
は
、
国
宝
、
国
の
重
要
文
化
財
、

県
指
定
文
化
財
な
ど
2
0
0
点
を
超
え
る
文
化
財

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
消
防

署
、香
取
神
宮
自
衛
消
防
隊
、地
元
消
防
団
が
参
加
、

協
力
し
、
放
水
訓
練
や
救
助
訓
練
、
消
防
車
を
出

動
さ
せ
た
本
格
的
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
っ
て
？

　

昭
和
24
年（
1
9
4
9
）1
月
26
日
、修
理
中
だ
っ

た
奈
良
の
法
隆
寺
金
堂
で
、
火
災
が
起
き
、
金
堂

初
層
内
部
の
柱
と
、
日
本
最
古
の
も
の
と
さ
れ
る

壁
画
を
焼
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
残

念
な
出
来
事
を
二
度
と
起
こ
す
ま
い
と
、
昭
和
30

年
に
文
化
財
防
火
デ
ー
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。


